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金光寺寺報

第 ２ ５ ９ 号
発行所 金光寺
宮崎県西臼杵郡
五ヶ瀬町大字鞍岡
５９２７番地
☎ ０９８２
８３－２３３８

『蓮如上人御一代記聞書』百二十一条〈一
ご いちだい き ききがき いっ

宗の繁昌というのは、人が多く集まり、勢い
しゅう はんじょう

が盛んなことではない。たとえ一人であって

も、まことの信心を得ることが、一宗の繁昌

なのである。だから、『報恩講私記』に、
し き

「念仏のみ教えの繁昌は、親鸞聖人のみ教え

を受けた人々の信心の力によって成就する」
じょうじゅ

とお示しくださっているのである〉の解説の

なかに出てまいります。

稲城和上は、いかに満堂にあふれるほどに
わ じょう

参詣者があっても「名ばかりの門徒」では意

味がなく、蓮如上人がおっしゃるように、お

参りしている一人ひとりが信心を得る身とな

ることが大切なのだ、と書かれ、「お寺の宝

物は、重要文化財のようなものではない。一

人の信心を得た人が、生きたほんとうの宝物

というべきである。この一人とは、私そのも

ののことといわねばならない。世の中に最も

度し難いものは他人ではない、この私そのも
ど がた

のである」。

親鸞聖人は、信心を得るとは、「仏願の生
ぶつがん しょう

起本末」を聞いて「疑心がない」ことだと示
き ほんまつ ぎ しん

されています。生起とは本願が起こされたきっ

かけのことで、阿弥陀如来が法蔵菩薩であら
ほうぞう ぼ さつ

れたときに、大慈大悲にもよおされて、一切

の衆生を平等に救おうという本願を建立され
しゅじょう

たことを言います。また本末とは、その本願

と修行によって（本）、阿弥陀如来となり浄

土が完成されたこと（末）を言います。つま

り、阿弥陀如来の本願が実はこの私のためで

あったのだと、そのまま素直に受け入れるこ

とを信心を得たと言うのですが、これが簡単

にはいかないのが凡夫・衆生の現実なのです。
ぼん ぶ

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ シラタマホシクサ。別名 コンペイトウグサ（昔の写真です）

立
春
を
過
ぎ
、
暖
か
く
な
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
。
一
月
は
寒
は
厳

し
か
っ
た
で
す
が
、
降
雪
量
は
少

な
く
除
雪
機
の
出
番
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
例
年
二
月
に
大
雪
が

降
る
の
で
す
が
、
で
き
れ
ば
降
っ

て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
除
雪
機

の
出
番
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
！

今
日
六
日
の
テ
レ
ビ
で
台
湾
の
方

が
「
何
故
、
北
海
道
に
旅
行
に
来

る
の
か
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
、
答
え
は
「
雪
が
楽
し
い
か
ら
」

で
し
た
。
そ
の
人
の
子
供
は
雪
の

上
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
転
が
っ
て
遊
ん

で
い
ま
す
。
本
当
に
楽
し
そ
う
で

し
た
▼
閑
話
休
題
。
先
月
役
場
勤

務
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
女
性

が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

明
る
く
朗
ら
か
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
、
カ
ラ
オ

ケ
も
上
手
で
十
八
番
井
上
陽
水
の

少
年
時
代
は
今
も
耳
に
残
っ
て
い

ま
す
。
お
酒
も
強
く
す
ぐ
に
つ
ぶ

れ
て
し
ま
う
私
を
横
目
に
美
味
し

そ
う
に
焼
酎
を
飲
ま
れ
て
ま
し
た
。

ま
だ
、
お
元
気
だ
っ
た
頃
、
松
井

さ
ん
「
私
が
亡
く
な
っ
た
ら
お
経

を
あ
げ
て
ね
」
と
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
通
夜
に

手
継
ぎ
寺
の
ご
住
職
と
通
夜
勤
行

を
つ
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
心

の
中
で
「
お
浄
土
で
ま
た
会
い
ま

し
ょ
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。

（
涙
）
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ２月
１５日（午後）

１８日午後～１９日（終日）
◎ ３月

１０日（終日）
１５日（終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

２月７日現在アクセス数 139,395人

一

日

元
旦
会

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

五

日

靍
田
ス
ミ
子
様

五
・
七
日
忌

六

日

岡
田
畩
義
様

一
周
忌

七

日

佐
藤
英
治
様

二
十
五
回
忌

八

日

高
村
忠
幸
様

十
七
回
忌

高
村
ヒ
サ
ヲ
様

二
十
五
回
忌

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

三
回
忌

甲
斐
幸
雄
様

一
周
忌

十
二
日

靍
田
ス
ミ
子
様

六
・
七
日
忌

祖
師
御
厨
子
修
復
搬
出

十
四
日

甲
斐
キ
ミ
子
様

通
夜

十
五
日

小
切
畑
西
組
報
恩
講

甲
斐
キ
ミ
子
様

葬
儀

甲
斐
キ
ミ
子
様

初
・
七
日
忌

十
六
日

親
鸞
聖
人

御
正
忌

甲
斐
キ
ミ
子
様

礼
参
り

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

佐
藤
長
生
家

入
仏
式

十
九
日

興
梠
リ
ト
様

五
十
回
忌

靍
田
ス
ミ
子
様

満
中
陰
・
納
骨

十
四
区
寺
報
配
布

二
十
日

高
千
穂
組

三
役
会

二
十
一
日

藤
居
ヨ
シ
ノ
様

三
十
三
回
忌

土
持
美
和
子
様

七
回
忌

二
十
二
日

菊
地
ナ
ミ
様

三
回
忌

菊
地

昇
様

七
回
忌

二
十
四
日

甲
斐
賢
治
様

臨
終
勤
行

二
十
五
日

教
尊
寺
前
坊
守
様

臨
終
勤
行

二
十
六
日

甲
斐
賢
治
様

通
夜

二
十
七
日

甲
斐
賢
治
様

葬
儀

甲
斐
賢
治
様

還
骨

甲
斐
賢
治
様

初
・
七
日
忌

高
千
穂
組
第
四
回
住
職
会

二
十
八
日

甲
斐
賢
治
様

礼
参
り

三
十
日

教
尊
寺
前
坊
守

葬
儀

教
務
所
長
の
兼
務
説
明
会

三
十
一
日

藤
本
ヤ
ヨ
様

五
十
回
忌

木
村
一
耕
様

二
十
五
回
忌

吉
岡
重
徳
様

臨
終
勤
行

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡の１月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・－９．３℃（２５日）

最 高 気 温・１６．０℃（１４日）

冬 日 日 数・ ２１日/３１日

真冬日日数・ ２日/３１日

月間総雨量・ 70.0mm(降雨日数・12日)

一日最大雨量・２１．５mm（１４日）


